




















































































































へッセの著作に関して、本稿では底本として、 Hesse,Hermann: Samtliche Werke in 20 Sanden. Frankfurt am 
Main(Suhrkamp) 2005を用いた。以下SWと省略し，ロー マ数字は巻数を、アラビア数字はペー ジ数をあらわす。な
お引用はすべて拙訳による。
I 徳川幕府の創設した開成所が開成学校へと改称され、のちに大学南校と改称された。




日独協会編『再建20周年記念 日独文化交流の史実』1974年、 25-35頁所収）に詳しい。同稿ではフロー レンツ
の弟子たちが東大卒業後に各地の大学で行なった講義や、研究・著作について詳述されているが、本稿では紙幅
の都合上詳細に立ち入ることはしない。



















































の歴史一一社会史の観点から」In:Gelebte Partnerschaft. Deutsch！αnd undJapαn. Ruprecht Vondran (Hrsg.). 
Diisseldorf (Droste Verlag) 2014, S. 111 128. （ノレプレヒト・フォンドラン編「生き生きとした友好関係 ドイ
ツと日本』）を参照した。同書は独自協会連合会（VerbandDeutsch-Japanischer Gesellschaften: VDJG）によ
る刊行物である。
7 田中亮平「明治日本のドイツ文学」（『創価大学外国語学科紀要』創価大学文学部外国語学科、 17号、 2007年、
83 106頁所収） 90 91頁参照。
8 『スバル』（昂発行所、第l号、1909年） 82-103頁に掲載された。与謝野鉄幹主宰、石川啄木編集・発行の同誌には、




ヌルプへの私の思い出』 （MeineErinnerung an Knulp）とは異同が認められる。

















































I 三井光弥「現代独逸の作家によって描かれた東洋精紳を主題とせる小説一一へルマン・ へツセの最近作 『シツタ
ルタ』 」（三井聴編 『三井光嫡遺稿』 1955年、4043頁所収） 41頁。初出は 「新潮』 24巻、2号、1924年。なお、
三井のものに限らず、本稿では書名を除き引用文中の旧漢字・旧かな使いはすべて改めた。
12 ヴィルヘルムの父ダーヴィ ット・ グンデルトの姉マリーの第二子がへルマン・へッセであり、 へツセはヴイルへ
ルムより3歳年長で、ある。
13 Vgl. B吋ckenbauer.Pioniere des japαnisch-deutschen K ulturaustαusches. （邦題『日独交流の架け橋を築いた
人々』）Japanisch-Deutsches Zentrum Berlin u. Japanisch Deutsche Gesellschaft(Hrsg.). Miinchen (IUDICIUM 
Verlag)2005, S.122 126. 
14 相良守峯「日本におけるへルマン・ヘッセ」（相良守峯・ 尾崎喜八・手塚富雄・国松孝二監修 「へルマン・へツ













15 茅野粛々 「へルマン・へツセについて」（北原白秋編 『近代風景』アルス、2巻、7号、 1927年、57・63頁所収） 58頁。



















































まで一一』（三修社、 1972年）所収の「ー へルマン・へッセとの出会い」 (1-19頁） 2頁を参照。




















































25 Vgl. SW. XIII, 378 383, hier S. 382. 
26 Vgl. SW. XIII, 351 354. 
27 高橋、前掲書、 25頁。



































































































30 Vgl. SW. XIII, S.278. 
31 Vgl. SW. XIII, S.283. 
『インドの思い出』の最終部であるこの「帰途」 （Rilckreise）と題されたパートにおいて、先の引用と同様の内
容が繰り返されている。



















































33 片山敏彦『心の遍歴』中央公論社、 1942年、61・95頁所収。初出は日独文化協会・東京帝国大学独逸文学会編 『独
逸文学研究』 5号、 1934年。
34 Vgl. Beckermann, Thomas u. Miyashita, Keizo: lrgendetwas Unnennbares, wahrscheinlich 
Morgenlii.ndisches. Anmerkungen zur Hermann-Hesse-Rezeption in Japan. In: Text+Kritik. Heinz Ludwig 
Arnold (Hrsg.). Milnchen (edition text+ kritik GmbH) 1977, Heft 10/l l,S. 101-109, hier S.103仁
35 高橋健二 「へッセの讃者について」（『現代ドイツ文撃と背景』 河出書房、1940年、212215頁所収） 212頁。同エッ
セイは「第三部 へツセとカロッサ」に収録されている。初出は文理科大学新開会編 『文理科大学新聞』1939
年7月号。文理科大学は東京教育大学（現在の筑波大学）の前身である。
36 同書、 213頁。同引用において「彼もノーベル賞の候補者の噂に上ったことはある」と記述にある通り、 ヘツ
セは1946年にノーベル文学賞を受賞するまで、数回に渡って複数の作家から推薦を受けている。 1931年には
トー マス・マンより、1933年と1944年にはアンデルス・エステルリング （AndersOsterling）より、 1938年、
1939年そして1942年にはシーグフリート・シーヴェルツ （Sig仕idSiw巴rtz）によってノミネートされた。最終
的に1946年にエステルリ ングおよびロー ベルトフェージ （RobertFi.si）による推薦を受け受賞に至った。ノー
ベル貨のオフィ シャルサイトに詳しい。以下のページを参照されたい。
http://www.nobelprize.org/nomination/archive/show _people.php?id=4 l 33 (2016年9月14日アクセス）
37 高橋、前掲書、 215頁。






































38 r朝日新聞」 1939年9月15日、朝刊、 l頁参照。
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